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従って、明確に基準がないまま、筆者の判断で分類し

ているので、あいまいな資料となっていることを御了

承いただきたい。また、兵庫県でも南西部だけのもの

で、北部、東部はどのような斑紋の傾向があるのか不

明である。

ここでまとめた南西部の傾向としては、 O型が約50.3

％と一番多く、 B型が35.1％とこれに続き、A型とA

B型はほぼ同じ比率の7.6％と7.0％となっている。B

型AB型については、はっきりと現れた個体もあるが

全般的に不鮮明である。また、産地別にながめると際

立った差異は認められないが､掴烙市砥堀ではAB斑力ざ

現われたものは1頭で、夢前町菅生潤ではA斑は31頭

中全く現われていない。これらの地域ではO型とB型

が主力のようである。また、相生市の光明山、龍泉で

AB型がなく、O型、A型、 B型の3型となっている。

AB型の比較的多い地域は、社町下久米と福崎町東田

原で、下久米が14％、東田原が12％の比率で現われて

いる。

いずれの産地も調べた個体数が少なく、この通りで

はないかもしれないが、 さほど違いはないものと思わ

れる。

兵庫県に於けるミドリシジミ類3種の
雌の斑紋について

広畑政己

はじめに

ミドリシジミ類の子の前翅表にはいろいろな斑紋力：

現れる。大きく分けると、無紋のO型、中室端に榿色

紋が現れるA型、 1b室と中室に青色紋が現れるB型、

榿色紋と青色紋が両方に現れるAB型の4つに分けら

れる。中には榿色紋が白くなるもの(AW型)や淡色の

ぼやけた紋(OA型)のものもあるので、はっきり4つ

の型に分けることは困難であるが、このように分ける

と、その地域での斑紋の傾向がよくわかる。そこで、

兵庫県産のアイノミドリシジミ、メスアカミドリシジ

ミ、 ミドリシジミの3種についての斑紋の型を前述の

通り4つのパターンに分け、 まとめてみた。

ただ、 この資料は限られた地域の、それも筆者の検

視した数少ない個体を集計したものなので、傾向とし

て御覧いただき、今後多くの産地の個体の傾向値を加

えていただくことにより不備を補いたいと願う次第で

ある。この小文をまとめるに当り木村三郎、岩村巖、

佐々木薫、石井為久、相坂耕作、黒田収、徳岡正己、

松尾隆人、近藤伸一、高嶋明、森下泰治の諸氏には何

かと御協力いただいた。ここに記して感謝の意を申し

上げる。

2＝ アイノミドリシジミの雌の斑紋

中部地方以北の手はA型が普通で、稀にAB型、 O

型が現われる1)｡関西以西ではAB型が多く、しかも斑

紋が大きく鮮明である3) 。稀にB型も得られる1)｡九州

産のB斑、中国、四国産のA斑は特に大きく発達する

ことが知られている3)。

前記のごとく、兵庫県に於てはAB型の個体が普通

で､調べた個体88頭中93.2％がAB型で残り6.8%がA型

となっており、 O型、 B型はない。A斑は2つ現われ

た個体力§4頭、 3つ現れた個体が2頭あるが、 1つだ

けの個体はない。B斑もヒサマツミドリシジミのよう

にはっきりしたものから1b室に不明瞭に出たものまで

いろいろである。おおまかに分けると、はっきりした

個体とそうでない個体は半々で、はっきりした個体は

A斑も大きく鮮明である。大屋町横行産は検視した個

体も少ないが、A型の個体は16頭中発見できなかった。

また、 88頭中、後翅表後縁角部に榿色斑が現れた個体

が関宮町福定と大久保でそれぞれ1頭づつあった。

A斑B斑の出現の状態をもとに小さく分けると10数

型になるが、A斑は2型とB斑ははっきりしたものど

淡いものの2型に分け表2にしている。検視した産地

の数、個体数も少ないので、前述以外にO型、 B型がある

かもしれない力ぎ、傾向としてはAB型力注力となっている。

1． ミドリシジミの雌の斑紋

本種の¥は北海道では必ず青色紋が現われ、 B型あ

るいはAB型が多い1)。また､東北でも青色斑が現れる

個体が多いがO型がまじり、中部以西の本州ではO型

が多く、 B型はO型やA型に比較して少なくなる。九

州では再び、必ずB型が現れるようである1)2)｡。

県下に於てはこれまでO型が多いことは周知のこと

であるが、 どの地域でどれだけのウエートを占めるか

ということは明らかにされていなかった。そこで、筆

者の手の届く限りの産地の個体を検視し、集計する作

業に入ったわけである力叡、 O型にするかA型にするか

判断に苦しむような個体もあり、A型に於ても斑紋が

1つか2つかはっきりしないもの、 また、斑紋力ざほん

の少しある程度のものなど区分するには極めて困難で

あった。 しかし、 4つに分けるためには、いずれかに

入れなければならないので、 OA型はO型に分類し、

青色紋がたとえ少しでもあるものはB型として上げた。
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表1． 兵庫県南西部に於けるミドリシジミ雌の斑紋

表2． 兵庫県に於けるアイノミドリシジミの雌の斑紋
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－ 一

0
O型 A型

＠
B 型 AB型

計

相生市光明山 10 1 1 5 17

〃 龍 泉 10 1 8 19

姫路市御 立 8 1 4 1 1 15

〃 砥 堀 10 8 1 19

福崎町東田原 10 4 9 1 2 26

社 町下久米 14 1 4 17 3 3 42

西脇市塚 口 2 2

夢前町菅生潤 22 9 31

斑紋別計 86 4 9 60 6 6 171

型別計 86 13 60 12 171

％ 50．3 7．6 35．1 7.0 100

A 型

‘殖や…
●口 早

A B型

計

生野町栃 原 1 4 11 16

関宮町福 定 3 1 18 5 8 5 40 1

〃 大久保 1 1 9
ト

1 12 1

一宮町縦ノ木林道 2 2

大屋町横 行 9 3 2 2 16

温泉町扇 ノ 山 2 2

斑紋別計 4 2 31 11 32 8 88

型別計 6 82 88

％ 6.8 93．2 100
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表3． 兵庫県に於けるメスアカミドリシジミの雌の斑紋

3． メスアカミドリシジミの雌の斑紋 る3$これが国内の本種の斑紋の傾向であるが、県下で

はどのような斑紋の個体があるのかを各産地ごとにO

型とA型を4つに分け、 5つのパターンに分類してみ

た。

前種2種同様、いざ分けるとなると、 どの型に分類

するか迷う個体も多かったが、榿色斑として認めにく

い程淡い個体については1ランク下げて集計している。

本種の雌の前翅表の榿色斑はクライシ現象を示し、

北海道産では大きく発達し、南西日本では小さくなり、

九州では消失する個体がある3)。また、中部地方より北

の産地のものの榿色斑の発達した個体は、後翅表後角

部付近や中室付近に小さい澄色斑が現われること力ぎあ
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計 、
一

宮町福 知 56 30 86 3

〃 草 木 2 12 4 18

〃 百千家満 8 5 13

神崎町根宇野 2 1 3

〃 作畑新田 7 2 9

山崎町 梯 20 9 29

〃 河原山 9 7 16

夢前町雪彦山 6 1 7

佐用町上石井 1 1

千種町木地山 1 1 2

〃 三室山 1 1

波賀町赤 西 1 4 5

生野町栃 原 1 47 27 75

加美町三国山 2 2

関宮町杉ヶ沢 10 11 21 2 1

〃 福 定 6 5 11

大河内町砥 峰 5
● ■ ●

5

〃 深 山 2 2

山東町与布土 1 1

計 3 193 110 1 307 5 1

％ 1 62．9 35．8 0.3 100






